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 要  旨 
本研究では光学フィルムの成型やナノインプリント用素材への適用を対象とした極薄板スチー
ルベルトの技術確立を目指し，オーステナイト系ステンレス鋼 SUS304H，SUS305，フェライト
系ステンレス鋼 SUS430，オーステナイト系析出強化鋼 SUS632，ニッケル Ni を供試材とした，
直径=40～80mm，板厚 t=0.04～0.06mm，板幅 W=5～12mmのベルトについて，常温～400Cの環
境下でクリープ疲労試験を行い，クリープ疲労特性の調査・検討を行った．その結果，以下の結
言を得た． 
1. クリープ疲労試験の結果，SUS305, SUS430 では温度が 100Cから 400C になるとクリープ疲
労寿命が短くなる傾向がみられたが，SUS632 では温度が 100C から 400C に上昇しても，
クリープ疲労寿命はほぼ等しくなった．SUS305 のクリープひずみは，100C～300C までは
ほぼ等しく，400℃になると急激にひずみ量が増加する傾向が見られた．SUS430 のクリープ
ひずみは温度上昇にともない増加した．SUS632 のクリープひずみは，100Cから 200C まで
は増加し，200C 以上になると低下した．SUS632では，高温で金属間化合物を析出すること
による析出硬化機構が働いたため，高温で寿命が短くならず，ひずみも高温で減少したと考
えられる． 
2. SUS304H では温度が室温から 300℃に上昇しても，クリープ疲労寿命はほぼ等しくなった．
SUS304H に Ni メッキを施した試験片のクリープ疲労寿命は，メッキを施さなかった試験片
に比べ，室温では大きく変わらなかったものの，高温では大幅に短くなった．これは，SUS304H
と Niの熱膨張率が異なるために，メッキ部分からき裂が進展していったことが原因だと考え
られる．Niでは温度が室温から 300℃になるとクリープ疲労寿命が急激に短くなった．Niに
Niメッキを施した試験片のクリープ疲労寿命は，メッキを施さなかった試験片と比べ，高応
力ではほぼ等しくなったが，低応力では短くなった．SUS304H ではメッキを施さなかった試
験片と比べ，メッキを施した試験片のクリープひずみは，高応力ではほぼ等しくなったもの
の，低応力では大きくなった．また，Niではメッキを施さなかった試験片よりも，メッキを
施した試験片の方がクリープひずみが小さくなった． 
3. 破面観察の結果，破面同士がクリープ疲労試験中にぶつかって潰れてしまっており，明瞭な
き裂起点，き裂進展領域の観察が困難な試験片が多かったが，破面観察できた試験片では，
引張面表面から複数のき裂が発生し，き裂が左右に進展していた． 
 
